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1. はじめに

国際看護・保健に関する授業科目の根拠と

して、看護基礎教育は厚生労働省が示す「看

護師に求められる実践能力と卒業時の到達目

標jの「国際的観怠から医麗・看護のf舗を

理解するj ことが掲げられている{厚生労骨

省， 2011)。本学においても 2∞S年より「総

合看護学jの必修1単位「国際看護論jが開

講されている(山名ら， 2013)。また助産教育

においては全国崩産輔教育協議会(2012)の

「助産師教育のコア内容におけるミニマムリ

クアイアメンツJの項目として「専門職とし

ての自律性」の中には「国内外のネットワー

ク作りへの参加」が含まれている。いずれも

看護職として圏内にとどまらず国際的な韓野

を持つことが期待されている。

青年海外協力隊の派遣累積中のうち看護部

は30.6%、助産師は9.7%、保健師は8.6%で

ある(青年端外協力勝訴遣実績， 2014)。この

実績から見ても途上国での看護織のニーズは

高い。筆者は青年海外協力隊に保健師として

マレイシアに赴任し、助産専門家として

J1CAカンボジア母子保健プロジェクト活動

をした経験がある。今回看護学者ヰの f国際看

護論 1Jと大学焼助産学実態コースの f助産

学概論j において、 JICA~国際協力機構〉カン

ボジアで展開している f助産能力強化を通じ

た母子保健改善プロジェタト」と f医療桂術

者育成システム強化プロジェクトJの協力を

得て遠隔授業を行った。ここに準備から結果

までを報告する。

文中の専門家とは、J1CAの技術協力の形

態の一つであり、開発途上国の協力現場に日

本人専門家を派遣して相手国の行政官や技術

者に必要な技術や知識を伝え、開発や啓発を

行う(国際協力事業団，2014λ 現地協力者の大

石氏は、f助産能力強化を通じた母子保健改善

プロジェクトj において助産専門家として地

方における助産研修システム構築を担当して

いる。ヨルダン国での青年海外協力隊および

助産専門家としての活動経験がある。虎頭氏

は、 f医癒技締者育成システム強化プロジェク

トJの看護教育・看護管理の専門家であり、

カンボジアの看護教員の能力強化を目的とし

てタイでの看護学士ブリッジコ}スを支援し

ている。青年権外協力隊およびNGOスタッ

プとしてホンジュラス国およびケニア国

J1CA母子イ呆健プロジェクト、カンボジア小

児保健プロジェクトの活動経験を有する。

2.遠踊授業について

文部科学省は遠顛授業について f高等教育

の分野においても、連臨地にあるキャンパス

を癒星通信や光ファイバーなどで範戸、テレ
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ピ会議システムを活用して合同授業やシンポ 表 1 授業の概要

ジウムを実施Jすることと紹介している(文

部科学省， 1999)。看護系大学においても様々

な活動が報告されている(宮越ら 2012，辻村

ら 2014)。なお今回利用したスカイプは

Micr倒。託社が開発した音声通話ソフトで、

インターネット回線を経由してパソコンで行

うテレピ電話システムである。本報告ではス

カイプ授業を遠隔授業と同義語で用いる。図

1は、遠踊授業のイメ}ジと授業風最である。

学部事年生 r国際輔織IJ

図1 遠隔授業のイメージと授業風景

3. 授業機要

。準舗

事前に、 JICAカンボジアの「助産能力強

化を通じた母子保健改善プロジェクトJと「医

療ぜ南者育成システム強化プロジェクトjの

両プロジェクトリーダーおよび専門家に授業

の趣旨を説明し遠隔授業の依頼をした。

使用媒体として、カメラ付きパソコンと学

内無鰻L必ずの登録およびスカイプのアカウ

ントを取得した。カンボジアとのテスト通信

を行った際、映像は通信量が多く途切れやす

かった。そのため事前に活動の写真をデータ

にして送ってもらい、当日はパワーポイント

を使って音声のみによる講義をしてもらうこ

ととした。事前学習として院生には、カンボ

ジアの母子保健のレポート提出、学部生は講

師よち指定された JICAプロジェクトが発行

するニュースレターを読む課題を課した。授

業の概要は表 1のとおりである。

科目名 助産学概論 国際看護論I

大学院生助産学実践
対象 学部3年生 86名

コ}ス 1年生日名

授業日 2014年6月2日(月) 2014年7月4s(~ 

授業 助産部の国際活動と 国際母子保健活動の

ァーマ 諸外国の助産 経験から

1.カンボジアの母子 1.開発途上国の事例

保健活動から助産師 からを母子保健の課

の役割について述べ 題を考えることがで

学習 ることができる きる

目標 2.スカイフ寝業を通 2.カンボジアとのス

して助産師活動の可 カイプ授業を通して

能性を考えることが 看護師の箆際活動が

できる 理解できる

圏 : 青 年 齢 協 力 隊
闘:国際強力活動の

の事例と国連開発自

標(筆者担当)
実際と国際協力の仕

匿童相産能力強化
組み(筆者担当}

内容 圏:r医療繍者技
を通じた母子保健改

善プロジェクトj にお
術強化プロジェクト」

における看護師の役
ける助産師の役割

割(スカイプ授業)
(スカイブ穆説的

2) JICAカンボジア保健プロジェクトとは

カンボジアは、1970年代後半まで続いた内

戦の結果、保健医療状況は劣悪であり医捷従

事者も絶対的に不足していた。またアジアの

中でも妊産婦死亡率が470(出生10万対)と高

く、出産時に専門家が立会う割合は44%であ

ったのNICEF， 2007)。日本政府は 1995年

から母子保鰭プロジェクトを開始し国立母子

保健センターを拠点に、病院運営、臨床技術

指導、研修制度の整備に関する支援協力を行

っている。

授業で取り上げた 2つのプロジェクトを紹

介するJ助産能力強化を通じた母子保健改善

プロジェクトj これは、カンボジアの妊産婦

死亡削減をめざし、病院や保健センターの助

産能力の強化を推進する事業である。地方に

おける助産ケアの改善のために、州病院に研
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修部安立ち上げ指導者として助産トレーナー

を育成し助産師研修システムの強化を支援し

ている。

2つ目は、「医療技術者育成システム強化プ

ロジェクトJである。国レベルで保健省と共

に、看護の賓の向上のよりどころとなる看護

関連規則の整備をおこなっている。また看護

教育の質向上のため教員をタイに留学させて

看護学士号の取得後、指導者として活躍でき

るよう支寵している。

4.結果と考察

1)大学院助産学実践コ}ス「助産学概論」

助産専門家より自己紹介の後、プロジェク

トの紹介があった。首都から約 120kn轟れた

コンポンチャム州、l病院がプロジェクトサイト

である(写真1)。ここでは 1か月に 350か

ら400件の出産がある。助産師の勤務は 24

時間シフト制である。病院に隣接して日本大

使鶴による無償資金協力で建設した研笹棟が

あり州内の保健センターの助産師の研修を行

っている。付|病院では、分娩室に助産師や家

族が付き添って看護している状況が説明され

た。プロジェクト開始前は、家族が分挽室に

入ることができなかったが、助産師研{彦の成

果として、家族が産婦に付き訴えるようにな

り助産師も熱心にケアを行うようになった。

写真から産掃や家族が大切にされている様子

が伝わってきた(写真 2)。

カンボジアの助産師は、Seconda:ry

Midwi島(正助産師)と PrimaryMidwi島(准

助産師)に区分される。表2は、カンボジア

の助産舗と崩産教育について吊している。い

ずれも高校卒業後の教育課程を不しているo

Secondary 1Vlidwne になるには3つの教育課

程がある。大学では4年間、短大では3年間

の、助産教育が行われている。また 3年閣の

看護学校を修了後、助産の専門学校の 1年課

程がある。 Pri盟a:ryMid.事i'ifeは、高校卒業後

専門学:校を 1年で笹了し助産部になることが

できる。カンボジア保棒省は、助産部不足解

消のため短期間で Pri血担:y]¥塩dwif与を養成

してきたが、知識や経験不足で助産の賀の向

上が課題となっているとのことで、あった。

表2カンボジアの助産師と助産教育

助産師の区分 助産教育

大学(助産教育)4年
Se曲 ndary

短大(助産教育)3年
随 dwiお

看護学校3年
(正助産師)

+専門学校(助産教育) 1年

Pr世田11'Mid前島
専門学校(助産教育)1年

(准助産師)

母子保健改善プロジェクト資料集「広がる勃産ケア」

より作成。高校卒業後の助産教育を示す。

院生は、助産専門家に「助産師さんになっ

たらどんなところに就職先するのですかJ1実

習でどれくらいお産を介助しますかJ1貧しい

人はお産の費用はどうするのですかJと質問

していた。場産自前の多くは、公務員とえtっ

て公立病院や保健センターなどに配痛される。

実習では、日中だけでなく夜間の分娩待機も

経験し多くの分娩介助を実施する。また賛し

い人には、出産や入院費用を免除するシステ

ムが存在するとのことであった。授業畿の感

写真 1 コンポンチャム州病院

(大石氏提供)

額は「文化を大切にして助産師が関わってい

ることがわかったJ1出産した新生児に行う麗

よけの習横があるということを知った。Jrそ
の土地の文化によ、って毘療も異詰ることがわ

かったjなどで、あった。
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写真2 コンポンチャム州病院の分娩室前室

(大石氏提供)

2)学部 3年生「国際看護論 1J 

看護専門家の講義テ}マは fお国変われば

看護サービスも変わる」であった。まず地域

の保健センターの活動が紹介された。保健セ

ンターでは予防接種、妊婦健診(写真 3)や

分娩介馳そして感染症やけがなどの初期f餅豪、

マラリア等の検査を行う。カンボジア政府は

全ての保健センタ}に助産師の配属を目指し

ているが、現状では看護師が中心になって活

動している保健センターも存在する。看護師

は崖師不在のため治樹鳴を行うことがあり、

地域のミニドクタ}としての役割も担ってい

る。 NGOスタップとしての日本人看護専門

家の役割はスタップと地域の保健ボランティ

アの関保づくりをサポートし活動を支援して

いる。具体的にはスタップの研修、技術指導、

業務のモニタリング、などについてである。

写真3 保健センタ}での妊婦鍵診

(免頭氏提供)
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また病院における看護師の業務も、医師の

指示のもとで治療の補佐をすることが中心で

あり、看護ケアの多くは家族が行っている。

プロジェクトは、質の高い医療技術者の教育

改善を掲げ、看護関連規則の整備および教員

育成の為にタイの大学に留学させ学位取得支

援を行っている。 14か月間留学して看護学士

号を取得した看護師および助産師は帰国後、

看護大学や臨床指導者として精力的に活躍し

ている。学部生は f長期間の留学でさびしく

ならないのか'Jr帰国後はどんなふうに看護に

貢献しているのか」と質問をしていた。看護

専門家より、小さい子どもがいる留学生もお

り、家族や親せきの協力を得て頑張っていた。

また帰国後は病院の管理職として看護の賞を

上げるように活躍している事が報告された。

3)国際看護・国際保健教育における遠隔授業

の成果と課題

将来、海外で働いてみたいという学生にと

って、いきなり現地に赴くにはハ}ドノレが高

いが、遠隔授業では国内に居ながら現地の専

門家とや切とりができる。現地の活動報告を

通して開発途上国で求められている看護・助

産活動を知り、やりがいや苦労など実感でき

る機会となる。学生の反応は「臨場感があっ

たJr写真がたくさんあって生活環境や活動の

犠子がイメージしやすかったJr国の状況に適

した取り組みを聴くことができたJなどであ

り、遠隔授業の学習目標は達成されたと考え

る。今回は通信事情を考慮して映像の配信は

行わなかった。より通信量が多く常時安定し

た通信が可能になれば映橡のやり取りも可能

であろう。今後の課題である。

謝辞

お忙しい中ご協力いただきました助産能力

強化を通じた母子保健改善プロジェクトおよ

び医痩技梼者育成システム強化プロジェクト

の専門家の皆様、調整員の皆様に感謝申し上

げます。

F
h
u
 

n吋
u



奈良看護紀要 V0L11.2015

なお、院生および学部生授業感想文がプロ

ジェクトのニュースレターに掲載された。(助

産能力強化を通じた母子保健改善プロジェク

ト2014年 6月号、医療技術者育成システム

強化プロジェクト 2014年9月号)
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